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かけて有意に向上している. r不信j の上位群
は事前から事後，事前から 1か月後にかけて有
意に低下している.この結果から，参加者の
元々の信頼感によって冒険教育プログラムで
の信頼感の変容に違いが見られると考えられ
る.
ω過去の信頼感影響経験

現在の信頼感に影響を及ぼした過去の経験
を明らかにするため，::: 単回帰分析を行った.
その結果 rI自分への信頼Jr他人への信頼」に
は「受容経験/f承認経験Jr嘉との親密な関わ
り経験」が正の影響を及ぼしていることが明ら
かとなり(自:..8=.35帥*，..8=.41*帥..8=.80帥*)，
(他:..8=.44***，..8=.53***，..8=.80吋「不信」は
朝国を明らかにすることができなかった.
(3)実習中の経験による信頼感の変容要因

胃酸教育プログフムを埴して変容した信頼
感に影響を与えた経験要因を検討するため，実
習中の経験要因を用いて単回帰分析を行った.
その結果，信頼感の変容に影響を与えた経験要
因として， r自分への信頼」には f受容経験」
が影響を与える傾向にあり(..8=.22札「他人へ
の信頼jには「承認経験Jが影響を与える傾向
にある(..8=.43十)ことか明らかとなった r自
分への信頼Jについては，全体での有意な向上
が見られなかったことから，間険教育プログラ
ムの中で変容するほどの「受容普撒」はノられ
なかったと考えられる.また「他人への信頼」
が有意に向上したことから，冒険教育プログラ
ムによって「承認経験」が得られたことにより
f他人への信頼Jの向上につながったと考えら

れる.
「不信Jの変容に影響与える経験については，

明らかにすることができなかったため， r不信j

や信頼感の個人の捉え方について理解を深め，
「不言」の変容に影響を与えた経験についての

更なる検討が必要である.
4.まとめ

青年期にあまり変化しないことが示唆され
ている信頼感が変容したことから，冒険教育プ
ログラムの言頼感に対する影響力が大きいこ
とがわかる.また，これまでに築かれてきた信
頼感によって，プログラムによる信頼感の獲得
に差が生じることが明らかになった.さらに信
頼感に影響を与える官険教育プログラム内の
要因が明らかになった.そこで，現時点での信
頼感を知札参加者同士の関わりやプログラム
でのどういった関わりを大切にしていくか考
えることで，冒険教育プログラムによる信頼感
向上へのより効果的な展開が可能となると考
えられる.
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2) 

3) 

信頼感因子別の分散分析結果}
事前 事後 一ヶ月後 F値

総'(5D)

自分への信頼24.93(4.80)25.45(4.25) 25.9ぽ3.41) 1.153 

他人への信頼34.36(6.04)36.78(5.72) 34.39(4.76) 6.17 

不信 31.63(6.03) 30.57(5.78) 32.57(6.56) 1.576 n.s. 

n=33 林 0<'01
信頼感の個人差が大きかったために，上位群

下位群別に分け時期と群を要因とする分散分
析を行った結果，どちらの群も有意に変化して
おり，多重比較を行ったところ「自分への信頼j

と「他人への信頼」の上位群は，事前から事後，
事前から 1か月後において有音に低下してい
た.一方で「自分への信頼」とげ他人への信頼」
の下位群は事前から事後，事前から 1か月後に

間
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